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本サブテーマは、初年度に研究課題であるGISによる水田・河川・森林環境情報の一元的管理シ

ステムの確立ができたため、平成19年度に研究は終了した。 

 

［要旨］本サブテーマでは、水田、河川、森林環境情報の時間情報と空間情報をひとつのシステ

ム内で扱うことができるGISを用いた一元管理システムを提案し、具体的なシステムの構築を行っ

た。その結果、トキの生息に必要な水田、河川、森林といった環境情報をGIS上で一元的に管理す

る体制を整えることができ、（１）～（４）のサブテーマから得られた採餌環境および営巣環境

情報と併せ、佐渡におけるトキの生息地管理計画を立案するプラットフォームを構築するための

システムを確立することができた。  

 

［キーワード］GIS（地理情報システム）、時空間情報、水田情報、河川情報、森林情報 

 

 

１．はじめに 

平成15年の日本産トキ絶滅後、トキ再生に向けた様々な取り組みが環境省を中心として実施さ

れている。トキ試験放鳥を進める佐渡において、トキ再生に向けた機運が高まる一方、農耕法の

変更に対する不安や、トキによって水田が荒らされる心配は根強く存在する。そのため、トキ生

息環境の営巣環境と採餌環境の側面、住民と連携して地域社会にトキを定着させるための社会的

環境の側面から調査・研究を行うことが必要となる。本サブテーマでは、これらの調査・研究に

よって得られた水田、河川、森林環境情報の時間情報と空間情報を1つのシステム内で扱うことが

できるGISを用いた一元管理システムを提案し、具体的なシステムの構築を行う。  

 
２．研究目的 

トキ再生プロジェクトは多方面にわたる研究機関が参画しており、また、トキ再生に向けた取

り組みは他にも多数進行しているため、各研究に用いる情報をいかに統合し研究者間で共有する

かが大きな課題となっている。特に、トキ生息環境の営巣環境と採餌環境の側面から得られる水

田、河川、森林環境情報と住民と連携して地域社会にトキを定着させるための社会的環境情報を
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